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4 5 令和６年度予算の概要

8 県道603号 西富岡バイパ県道603号 西富岡バイパ
スが全線開通しましたスが全線開通しました

2 令和６年度施政方針

主な記事
令和6（2024）年 No.1288

4月1日

伊勢原市と秦野市の燃やすご
みは、伊勢原清掃工場とはだの
クリーンセンターで焼却処理し
ていましたが、現在は、はだの
クリーンセンターの1施設で処
理を行っています。

引き続き、ごみの減量化･資
源化を進めるため、今もなお燃
やすごみの日に多く出されて
いる草

そうもくるい

木類（せん定
てい

枝
し

や刈草、
落ち葉など）の収集方法を見直
し、資源化することで燃やすご
みの削減を図ります。

清掃リサイクル課 94-7502

収集日は毎週初めの燃やすごみの日に
草木類は週2回ある燃やすごみの日のうち、

週初めの日に収集します。他のごみと同様、午
前8時30分までに出してください。

燃やすごみのステーションへ
各地区にある燃やすごみのステーション（集

積所）に草木類を出してください。燃やすごみ
の収集後、草木類専用の収集車が回ります。な
お、自己搬入や戸別収集、自治会の草木類専用
集積所での収集は引き続き行います◇詳しくは
３面に掲載しています

分分けてけて資源資源に 更なるに 更なるごみごみのの減量減量へへ分分けてけて資源資源に 更なるに 更なるごみごみのの減量減量へへ
4月から草木類のステーション収集を始めます4月から草木類のステーション収集を始めます

専用のタブレット端末で
収集場所を確認

資源化できない異物を
手作業で除去

草木類が出ているステーションを
効率よく回る

収集車へ積み込み 資源化事業者へ搬出

燃やすごみの収集 草木類の収集
月･木曜日の地区 毎週月曜日
火･金曜日の地区 毎週火曜日
水･土曜日の地区 毎週水曜日

WOOMSで収集の効率化を進めています
　燃やすごみを業者が収集する際、出されてい
る草木類の情報を小田急電鉄が提供するシステ
ム「WOOMS（ウームス）」で共有します。その
情報を収集員がタブレット端末で確認し、草木
類があるステーションのみを回って効率的に収
集します。

燃やすごみと草木類はステーション内で分けて出してくださ
い。量が多い場合は何回かに分けて出すか戸別収集などをご
利用ください



　
近
年
、
本
市
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

新
東
名
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
開
通
に
よ
り
、
交
通

ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上
し

た
こ
と
で
、
周
辺
の
産
業
拠
点

整
備
が
進
む
と
と
も
に
、
伊
勢

原
駅
北
口
市
街
地
再
開
発
の
再

始
動
、
小
田
急
電
鉄
株
式
会
社

の
総
合
車
両
所
の
建
設
計
画
が

ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
、
持
続
的

な
発
展
に
向
け
た
環
境
づ
く
り

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
急
速
な
進
展
に

よ
り
、
今
後
は
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
や
利
便
性
の
向
上
が
求
め

ら
れ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
を
進
め
て
い
る
中
で
、
元

日
に
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

が
発
生
し
ま
し
た
。
市
民
の
安

全･

安
心
を
確
保
す
る
た
め
、

大
規
模
災
害
に
備
え
た
体
制
の

構
築
を
、計
画
的
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
予
算
は
、「
人

と
自
然
と
歴
史
が
織
り
な
す 

暮

ら
し
や
す
さ
実
感
都
市 

伊
勢

原
」の
実
現
に
向
け
て
、
第
６
次

総
合
計
画･

実
施
計
画
の
重
点

事
業
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

　

第
一
に
、
市
民
の
安
全･

安

心
に
配
慮
し
、必
要
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
継
続
性
を
確
保
す
る
こ

と
を
基
本
と
し
ま
し
た
。
予
算

計
上
事
業
で
は
、
改
め
て
事
業

の
内
容
、実
施
方
法
を
精
査
し
、

必
要
最
小
限
の
額
と
し
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、子
ど
も
を
安
心
し
て

産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
の
充
実
や
、
伊
勢
原
駅
北
口

市
街
地
再
開
発
事
業
、
都
市
計

画
道
路
田
中
笠
窪
線
整
備
事
業

な
ど
、
必
要
な
投
資
に
つ
い
て

は
継
続･

拡
充
を
図
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
行
政
改
革
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
の
推
進
な
ど
、
事
務
事
業

の
効
率
化
を
図
る
取
り
組
み
へ

財
源
を
配
分
す
る
ほ
か
、
公
共

施
設
の
長
寿
命
化
、
市
立
小
中

学
校
の
在
り
方
検
討
を
は
じ
め

と
す
る
課
題
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
な
ど
、
未
来
へ
の
道
筋

を
つ
け
る
予
算
編
成
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
主
な
取
り
組
み

　
桜
台
小
学
校
に
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
ユ
ニ
ッ
ト
お
よ
び
収
納

庫
を
整
備
し
、
避
難
所
に
お
け

る
衛
生
環
境
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

　

消
防
の
広
域
連
携
に
向
け
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
秦
野
市･

伊
勢
原
市
共
同
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
消
防
総
合
指
令

シ
ス
テ
ム
や
、
消
防
救
急
デ
ジ

タ
ル
無
線
設
備
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

　

伊
勢
原
駅･

愛
甲
石
田
駅
周

辺
に
お
け
る
市
営
自
転
車
等
駐

車
場
の
再
整
備
に
向
け
た
自
転

車
等
駐
車
場
整
備
計
画
を
策
定

す
る
と
と
も
に
、
伊
勢
原
駅
南

口
自
転
車
駐
車
場
の
修
繕
計
画

を
作
成
し
ま
す
。

　
市
体
育
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
の
空
調
設
備
の
改
修
工
事
を

実
施
し
、
体
育
館
を
訪
れ
る
市

民
に
快
適
な
環
境
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
避
難
所
と
し
て
の

機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
「
妊
産
婦
健
康
診
査
等
」に
係

る
費
用
の
一
部
助
成
に
加
え
、

「
多
胎
妊
婦
健
康
診
査
」の
費
用

助
成
を
開
始
し
て
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
令

和
６
年
10
月
か
ら
小
児
医
療
費

助
成
の
対
象
年
齢
を
18
歳
ま
で

拡
大
し
、
子
育
て
支
援
の
一
層

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
に

向
け
、
子
ど
も
の
生
活
状
況
調

査
を
実
施
す
る
ほ
か
、
令
和
７

年
度
に
利
用
開
始
を
予
定
し
て

い
る
新
築
分
庁
舎
の
建
設
工
事

に
合
わ
せ
て
、
子
育
て
世
代
に

配
慮
し
た
設
備
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

　
子
ど
も
や
若
者
の
ひ
き
こ
も

り
に
関
す
る
実
態
調
査
を
行
う

と
と
も
に
、
居
場
所
づ
く
り

や
セ
ミ
ナ
ー
を
行
う
な
ど
、

当
事
者
や
家
族
へ
の
支
援
に

努
め
ま
す
。

　
学
校
施
設
個
別
施
設
計
画

に
基
づ
き
、
比
々
多
小
学
校

体
育
館
の
屋
根･

外
壁
の
改

修
工
事
、
中
沢
中
学
校
校
舎

の
屋
上･

外
壁
の
改
修
工
事

を
実
施
す
る
ほ
か
、
学
校
教

育
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
に

対
応
し
、
教
育
条
件
の
維
持

と
改
善
を
図
る
た
め
、
市
立
小

中
学
校
の
適
正
規
模･

適
正
配

置
に
係
る
基
本
方
針
の
策
定
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

図
書
館･

子
ど
も
科
学
館
個

別
施
設
計
画
に
基
づ
き
、
屋
上

･

外
壁
な
ど
、
施
設
の
長
寿
命

化
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
市
内
中
小
企
業
の
持
続
的
な

発
展
を
図
る
た
め
、
先
端
設
備

な
ど
の
導
入
に
係
る
費
用
の
一

部
補
助
を
実
施
し
、
中
小
企
業

の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
設
備

投
資
を
支
援
し
ま
す
。

　
Ｅ
Ｖ
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事

業
に
よ
る
電
気
自
動
車
の
普
及

啓
発
や「
ネ
ッ
ト･

ゼ
ロ･

エ
ネ

ル
ギ
ー･

ハ
ウ
ス
」に
対
す
る
一

般
家
庭
向
け
の
補
助
な
ど
、「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
い
せ
は

ら
」の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
ま
す
。

　
可
燃
ご
み
と
し
て
集
積
所
に

出
さ
れ
、
焼
却
さ
れ
る
草
木
類

に
つ
い
て
、
新
た
に
収
集
支
援

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
効
率
的

な
分
別
収
集
に
取
り
組
み
、
ご

み
の
減
量
化
や
資
源
化
を
促
進

し
ま
す
。

　
伊
勢
原
駅
北
口
地
区
に
お
け

る
市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ
い

て
、
事
業
認
可
や
組
合
設
立
認

可
に
必
要
な
事
業
計
画
作
成
な

ど
を
行
う
準
備
組
合
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
関
係
権
利
者
の

合
意
形
成
を
図
る
ほ
か
、
伊
勢

原
大
山
イ
ン
タ
ー
土
地
区
画
整

理
組
合
に
対
す
る
技
術
的
援
助

や
補
助
金
交
付
に
よ
り
、
土
地

区
画
整
理
事
業
の
円
滑
な
推
進

を
図
り
ま
す
。

　
都
市
計
画
道
路
田
中
笠
窪
線

の
計
画
的
な
整
備
に
向
け
、
詳

細
設
計
な
ど
に
取
り
組
み
、
安

全
な
交
通
環
境
や
歩
行
空
間
の

確
保
に
向
け
、
通
学
路
な
ど
の

歩
道
整
備
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

歩
車
共
存
道
路
の
整
備
を
推
進

し
ま
す
。

　
空
き
家
の
適
切
な
管
理
に
向

け
、実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
全
庁
業
務
量
調
査
の
結
果
を

分
析
し
、
業
務
の
効
率
化
や
人

的
資
源
の
効
果
的
な
配
分
な
ど
、

行
政
運
営
の
最
適
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
市
民
文
化
会
館
の
長
寿
命
化

を
図
る
施
設
改
修
に
つ
い
て
、

公
民
連
携
に
よ
る
事
業
手
法
を

前
提
に
、
特
定
天
井
の
脱
落
防

止
対
策
に
係
る
実
施
設
計
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

　
国
が
策
定
し
た
標
準
仕
様
に

適
合
し
た
自
治
体
情
報
シ
ス
テ

ム
へ
の
円
滑
な
移
行
に
向
け
、

デ
ー
タ
移
行
や
環
境
構
築
な
ど

の
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
ま
ち
、
誰
も
が
暮

ら
し
や
す
さ
を
実
感
し
、
住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。
施
策
の
一

層
の
推
進
に
努
め
、
財
政
の
健

全
化
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

◇

４･

５
面
で
令
和
６
年
度
予
算
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

安
心
の
充
実
と

安
心
の
充
実
と

��

新
た
な
魅
力
の
創
造
へ

新
た
な
魅
力
の
創
造
へ

　
髙
山
市
長
は
、
市
議
会
３
月
定
例
会
初
日
の
２
月
20
日
、

令
和
６
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
や
、
重
点
的

に
取
り
組
む
施
策
な
ど
を
示
す｢

施
政
方
針
演
説｣

を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

令和６年度施政方針

伊勢原市自転車等駐車場
整備計画案にご意見を

　市では、平成21年に伊勢原市景観計画を策定し、市民･
事業者･行政の協働による景観まちづくりに取り組んでき
ました。これまでの景観計画の計画期間満了に伴い、新た
な景観まちづくりの指針とするため、計画を改定し4月か
ら運用を開始しました。改定した景観計画では、建築物や
工作物の色彩基準を含む景観形成基準を見直しています。
詳しくは、市ホームページをご確認ください。
景観法および景観条例に基づく届出手続について
　一定規模以上の建築物の新築や既存建築物の外壁の塗り
替えなどの行為をする場合は、景観法および景観条例に基
づく届出が必要です。計画･設計を固める前の、できるだ
け早い段階でご相談ください。

景観まちづくりの目標と方針

目
　
標

１ 自然を生かし、大切にする景観まちづくり

２ 歴史･文化を生かし、大切にする景観まちづくり
３ にぎわいを生かす景観まちづくり
４ 地域らしさを生かす景観まちづくり
５ 市民活動を生かす景観まちづくり

基
本
方
針

方
針
１

景観の顔をつくる
交流やにぎわい、もてなし、歴史･文化な
どをテーマとして、市を代表する景観の
顔をつくります

方
針
２

景観の骨格をつくる
道路や河川などの空間の連続性、また、
歴史・文化や大山の眺望などのつながりを
生かしながら、景観の骨格をつくります

方
針
３

地域らしさをつくる
｢やま｣｢おか｣｢まち｣｢さと｣の4つの地域の
特色と景観資源（自然、歴史･文化、都市、
生活）などそれらの特性を生かしながら、
地域らしさをつくります

　駅周辺の駐車場について、再配置や再整備
などを定めた計画案です。パブリックコメン
ト制度（市民意見提出制度）に基づき、ご意見
を募集します。
閲覧場所　市役所1階の担当か市役所1階ロ
ビー、図書館、市民活動サポートセンター、
各公民館※市ホームページからも閲覧可
意見提出期限　4月30日（火）◇消印有効
提出方法　住所、氏名、電話番号、
意見を明記し郵送（〒259-1188※
住所欄の記入は不要）かFAX、電
子メール、または直接担当へ
◇右のQRコードからも申請できます
▪担市民協働課 94-4715 97-4321

anzen@isehara-city.jp

良好な景観の形成に向けて
　｢景観まちづくり｣は、建築物や工作物の色彩の工夫や
まちなみとの調和のほか、玄関や庭先に草花を飾るなど、
誰にでもできるまちづくりです。一人一人の取り組みが
推進力となり、地域に根ざした景観まちづくりの取り組
みになります。
▪担都市政策課 94-4742

電子申請
ページ

景観計画を改定
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休日夜間急患診療（1次救急）
伊勢原2丁目7-31　伊勢原シティプラザ内

診療所名 区　分 診療受付時間

休日夜間急患診療所
93-5019

内科･小児科･外科

休日
（日曜日･祝日）

 9:00〜11:30
14:00〜16:30

夜間
（休日を含む毎日） 19：30〜22：45

休日歯科診療所
95-3121

休日
（日曜日･祝日）

 9：00〜11：30
13：00〜16：30

※眼科･耳鼻咽喉科（9：00～16：30）と2次救急の当番医は、
消防署（ 95-2119）へお問い合わせください。休日夜間急
患診療所、休日歯科診療所受診後は、必ずかかりつけ医
を受診してください

かながわ小児救急ダイヤル
050-3490-3742　18：00〜翌日8：00（年中無休）

▪担子育て支援課 94-4637

乳幼児健康診査･相談� 4/9～19実施分
母子健康手帳と健康診査票、バスタオルのほか、
1歳6カ月児健康診査と2歳児歯科健康診査は歯
ブラシ、3歳児健康診査は歯ブラシと視聴覚ア
ンケートをお持ちください▪場伊勢原シティプラ
ザ（お誕生日前健康診査を除く）▪費無料

ごっくん離乳食教室
4～6カ月児の楽しい離乳食の進め方を学ぶ▪時4
月22日（月）午後1時15分～3時（受付は午後1時～
1時15分）▪場市役所分室▪定15人（申込順）

項　目 対　　象 日程･受付時間

4カ月児
� 健康診査

令和5年11月16日～30日生 4/ 9（火） 12：30〜
　13：30令和5年12月 1日～15日生 4/16（火）

7カ月児
� 健康相談

令和5年 8月 1日～15日生 4/12（金）  9：15〜
　10：15令和5年 8月16日～31日生 4/19（金）

お誕生日前
� 健康診査

満10カ月～誕生日前日に、指定した医
療機関で受診。受診票は医療機関にあ
ります。

1歳6カ月児
� 健康診査

令和4年 9月16日～30日生 4/12（金）

12：30〜
　13：30

令和4年10月 1日～15日生 4/19（金）

2歳児歯科
� 健康診査

令和4年 4月 1日～15日生 4/11（木）
令和4年 4月16日～30日生 4/18（木）

3歳児
� 健康診査

令和3年 3月 1日～15日生 4/10（水）
令和3年 3月16日～31日生 4/17（水）

草木類の出し方に
ご注意ください

　4月から、燃やすごみの日に出ている草木類
の資源化を行うため、燃やすごみの収集後、草
木類専用車が収集します。せん定枝と草葉類は
同じ袋で出すことができますが、せん定枝は長
さ1m以内、太さ15cm以内にしてください※太
い枝で束ねられない場合は、そろえて置いてく
ださい
草木類の対象にならないもの
　多くの庭木や草葉は草木類として出せます
が、次のものは資源化できないため、対象外で
す。
◆竹・ササ類◆根株◆芝生◆野菜や果物などの
果実◆除草剤が付着したもの◆キョウチクトウ
など毒性があるもの※草木類の袋に一般ごみ
（たばこの吸い殻、菓子包装など）は混ぜないで
ください
ステーション収集以外も行っています
　以前から実施している戸別収集（予約制）や自
己搬入は引き続き行います※一部の自治会にあ
る草木類用の専用集積所での収集もこれまでど
おり実施します
戸別収集
　担当へ電話で収集の日程を確認し、お申し込
みください。収集できる量や枝の長さ、太さに
制限があります（1本あたり1ｍ以内かつ太さ
15cm以内）。45ℓの袋に入れて2袋以上、また
は3束以上から収集します。
自己搬入
　草木類を環境美化センターまで持ち込んでく
ださい。搬入物を確認し、｢搬入確認済書｣を発
行しますので、指定事業者へ直接搬入してくだ
さい。搬入できる量や大きさに制限はありませ
ん◇搬入確認済書の発行は月～土曜日の午前9
時～11時、午後1時30分～4時（祝日、年末年始、
資源化事業者の休業日を除く）
▪担清掃リサイクル課 94-7502

集団がん検診（担当へ要申込）� 5/8～21実施分
実施日 実施会場 検査項目
5/ 8（水）大田公民館 胃 大腸

10（金）伊勢原シティプラザ 胃 大腸

15（水）市民文化会館 胃 大腸 肺･結核
乳 子宮 骨量

18（土）市役所分室 胃 大腸 肺･結核
21（火）伊勢原南公民館 胃 大腸 肺･結核

※□は午前のみ、■午前・午後実施（定員に達している場合あり）

受診料免除　①70歳以上②生活保護世帯③世帯全員
が住民税非課税の人は、がん検診の受診料が免除に
なります。②③の人は受診日の1週間前までに担当
へ申請してください。

検診を行う順番について
胃がん検診と肺・結核検診は、男性の検診後に女性
の検診を行います。

▪担健康づくり課 94-4616
5種混合ワクチン、沈降15価肺炎球菌結合型ワク
チンの定期接種が始まります
　4月から5種混合（ジフテリア・百日せき・破傷
風・ポリオ・ヒブ）ワクチン、沈降15価肺炎球菌結
合型ワクチン（バクニュバンス®）の定期接種が始
まります。対象者は市内と一部近隣市の医療機
関で、無料で受けられます。
5種混合ワクチン▪対満2カ月～7歳6カ月未満◇接
種回数＝初回接種3回、追加接種1回※ヒブと4種
混合ワクチンを接種している人は受けられませ
ん 沈降15価肺炎球菌結合型ワクチン▪対満2カ月～
5歳未満◇標準接種回数＝初回接種3回、追加接種
1回※現在、沈降13価肺炎球菌結合型ワクチン（プ
レベナー13®）を接種している人でも、接種医に
相談の上、沈降15価肺炎球菌結合型ワクチンに
切り替えて接種可能です

胃がん検診▪対40歳以上の人▪費1200円◇受付時
間＝午前8時30分～10時30分 大腸がん検診▪対40
歳以上の人▪費500円◇受付時間＝午前8時30分～

11時、午後1時30分～2時30分 肺・結核検診▪対40
歳以上の人▪費200円◇受付時間＝午前8時30分～
11時、午後1時30分～2時30分 乳がん検診（マン
モグラフィ）▪対40歳以上の女性▪費1500円◇受付
時間＝午前8時30分～11時、午後1時30分～2時
30分 子宮がん検診▪対20歳以上の女
性▪費900円◇受付時間＝午前8時30分
～11時、午後1時30分～2時30分▪申電
話または右のQRコードから担当へ WEB予約

骨量測定相談会
骨量測定、健康・食事・歯と歯ぐきの相談▪時5月
15日（水）午前9時30分～11時30分▪場市民文化会
館◇当日受付

市役所の組織が変わりました
　新たな行政課題や市民の多様なニーズに対応
するため、4月1日付けで次のとおり組織の見直
しを行いました。
▪担経営企画課 94-4846

係の廃止
健康づくり課新型コロナウイルス対策係
　新型コロナウイルス感染症の位置付けが「5類感染
症」になり、一定の役目を終えたため廃止しました。

　今後、業務量の増大が見込まれる公共施設の財産
管理・営繕業務を円滑に進めるため、財産管理およ
び営繕（設計・工事監理）の部門を統一しました。

管財契約検査課
管財係
契約・検査係

総務部

建築住宅課
住宅係
開発調整係
営繕係

都市部

財産管理課
管財係
営繕係

総務部

契約検査課
契約・検査係

建築住宅課
住宅係
開発調整係

都市部

課の新設、課・係の名称変更

警防救急課
警防係
救急救命係

消防本部

警備第1課・警備第2課
本署第1救急係
本署第2救急係
情報指令係

消防署

　消防職員の幅広い知識・経験の取得を促進し、人
材育成に繋げ、人事ローテーションが円滑に行える
ように組織体制を見直しました。

警防課
警防係
地域消防係

消防本部

消防管理課
管理係
第1情報指令係
第2情報指令係

消防署

警備第1課･警備第2課
本署救急係

　自治体DXに取り組み、まちづくりのデジタル化
を推進するため、地域DX関連施策を担う情報政策
部門を総務部から企画部に移管しました。

部を跨がる変更

デジタル推進課
デジタル推進係
情報システム係

企画部
情報政策課

情報政策係

総務部

都市部
みどり公園課

公園維持管理係
みどり整備推進係

みどり公園課
みどり整備推進係

都市部

道路整備課
幹線道路整備係
市道整備係
用地係

土木部

土木管理課
道路管理係
公園管理係

道路整備課
幹線道路整備係
市道整備係
用地係
維持補修係

土木部

　公園と道路の維持管理部門を統合することで、機
動的・効率的に維持管理できる体制としました。
問い合わせ先の変更
◇市が管理している道路の不具合（陥没・破損など）
◇公園内の施設破損、樹木維持管理など
▪担土木管理課 94-4822

係の追加

　伊勢原駅北口市街地整備推進事業に対応できるよ
う、充実した組織体制としました。

市街地整備課
中心市街地整備係 事業推進係

施設整備係

市街地整備課
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新…新規の取り組みがある事業　充…充実させた取り組みがある事業　※金額は新規･充実を含む全体の事業費
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市税（市に納められる税金）

固定資産税
市民税
都市計画税
市たばこ税
軽自動車税

75億6410万円
74億3500万円
9億1240万円
7億2600万円
2億3872万円

168億7622万円

内
　訳

▲UP

▲UP

▲UP

諸収入（ほかの項目に該当しないさまざまな収入）
6億7009万7千円

扶助費
（社会保障制度の一環として、生活維持を
図るための経費）
112億7772万3千円 ▲UP

人件費（職員給与や議員報酬など）
69億6479万6千円 ▲UP

繰出金（特別会計に渡す財源など）
36億9489万6千円 ▲UP

貸付金（中小企業や勤労者などに対する貸付金）
2億6080万円

その他（維持補修費、予備費、積立金、災害復旧費など）
8億7063万7千円

公債費（市債の償還金など）
24億8049万1千円 ▼DOWN

▼DOWN

▼DOWN

補助費等
（市が交付する補助金や市がかける保険料など）

29億1438万9千円

普通建設事業費
（道路や学校、公園などを整備する経費）

36億9476万1千円 ▲UP 物件費
（業務委託費や機器賃借料、消耗品代、印刷代、
光熱水費、電話代、郵便代など）
58億1450万7千円

繰越金（前年度の残金として繰り越した財源）
6億円

▶STAY

その他

繰入金
使用料及び手数料
分担金及び負担金
寄附金
財産収入

13億1248万2千円
3億3196万5千円
2億228万円
6620万円

1207万6千円

19億2500万3千円

内
　訳

▲UP

▲UP

国庫支出金（国からの補助金など）
73億1849万1千円

県支出金（県からの補助金など）
32億528万8千円 ▲UP

交付金など（国税などから市に交付されるお金）

地方消費税交付金
地方交付税
地方譲与税
地方特例交付金
配当割交付金
その他の交付金

25億800万円
11億3870万円

2億3750万1千円
5億8100万円
1億1000万円
4億2320万円

49億9840万1千円

内
　訳

▲UP

市債（市の借入金）
23億7950万円

▼DOWN

▼DOWN

依存財源 国・県が定めた基準により交付される支出金や、
市が借り入れる財源

●依存財源合計　179億168万円（47.0％） ●自主財源合計　200億7132万円（53.0％）
自主財源 市が自ら収入できる財源

※令和6年3月1日現在の人口、10万1370人で算出。（　）内は前年度との比較

16万9922円（+1万1929円）
児童や障がい者、高齢者
などの福祉のために

民生費 3万1642円（+812円）
ごみ処理や環境対策、
健康管理などのために

衛生費
2万421円（+5064円）
消防や救急、防災のために

消防費
4万2195円（－1609円）
住民登録や交通安全対
策、選挙などのために

総務費

2929円（－31円）
その他4万1171円（+5694円）

道路や河川、公園などの
整備・維持補修のために

土木費

5436円（+774円）
農業、林業の振興のために

農林水産業費

3万940円（+4236円）
小・中学校や生涯学習、
スポーツなどのために

教育費 5472円（－70円）
商業や工業、観光
の振興のために

商工費

2万4470円（－1205円）
市債の返済に

公債費

歳入
市に入るお金

自
主
財
源

依
存
財
源

歳出
予算の使いみち

44.5%44.5%

29.7%29.7%

18.3%18.3%
15.3%15.3%

9.7%9.7%

9.7%9.7%

6.5%6.5%

7.7%7.7%
0.7%0.7%

2.4%2.4%

13.0%13.0%

19.3%19.3%

6.3%6.3%

8.4%8.4%

1.8%1.8%
1.6%1.6%

5.1%5.1%

市民一人当たりの予算の使いみち 合計 37万4598円（+2万5594円）

一般会計 379億7300万円

予算の概要予算の概要予算の概要予算の概要令和
6年度

まちの持続的な発展に向けた環境づくりに取り組む予算と
しました。

財政課 94-4862

公営企業会計で借り入れが増加するものの、令和6年度の市全体の市債
残高は減少する見込みです。市債の借入は、後年度に財政負担をもたらす
ということを十分認識した上で適切に管理・運営を図っていきます。

市債残高の推移 ※数値は、各年度末の元金（利息は含まない）の見込額

変化を追い風に  未来への道筋を
令和6年度各会計予算総括表

会 計 名 令和6年度予算額 前年度予算との比較(伸び率)
一 般 会 計 379億7300万円 ＋26億5100万円（＋ 7.5%）

特
別
会
計

国民健康保険事業 96億5800万円 －300万円（± 0.0%）
用地取得事業 1億2200万円 0万円（± 0.0%）
介護保険事業 82億9100万円 ＋2億5200万円（＋ 3.1%）
後期高齢者医療事業 18億1900万円 ＋2億円（＋12.4%）

小　計 198億9000万円 ＋4億4900万円（＋ 2.3%）
ⓐ 公共下水道事業 61億3100万円 －2億4200万円（− 3.8%）

合　　　計 639億9400万円 ＋28億5800万円（＋ 4.7%）
ⓐ…公営企業会計� ※（ ）内の数値は小数点第2位を四捨五入しています

会 計 名 令和6年度末現在高（見込） 令和5年度末（見込）との比較
一 般 会 計 189億3283万円 −2397万3千円
普 通 債 103億916万1千円 ＋9億7321万円
災 害 復 旧 債 471万8千円 −58万2千円
特 例 債 86億1895万1千円 −9億9660万1千円

特 別 会 計 2億9951万4千円 −1億2117万6千円
用地取得事業 2億9951万4千円 −1億2117万6千円

公 営 企 業 会 計 167億8949万9千円 ＋1億290万円
公共下水道事業 167億8949万9千円 ＋1億290万円
合 計 360億2184万3千円 −4224万9千円

※数値は、各年度末の元金（利息は含まない）の見込額

予算総額 639億9400万円

（億円）0
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市 債 残 高

第6次総合計画･実施計画に位置付ける重点事業の取り組み第6次総合計画･実施計画に位置付ける重点事業の取り組み

充小児医療費助成事業� 3億8189万円
　子育て支援施策の充実を図るため、中学3年生までの通院・入院にか
かる医療費を助成するとともに、10月から対象年齢を18歳までに拡大。

子どもを産み育てやすく子どもを産み育てやすく
豊かな学びで未来を拓くまちづくり豊かな学びで未来を拓くまちづくり

充妊産婦健康診査等助成事業� 5233万4千円 
 　妊産婦の健康保持増進を図るため、「妊産婦健康診査」や「妊婦歯科検
診」の費用を一部助成し、「多胎妊婦健康診査」の費用に対する助成を開
始。
充子ども家庭支援拠点整備事業� 554万1千円 
　令和7年度利用開始予定の新築分庁舎に、交流スペースの拡充や相談・
支援機能の集約化を図るため、設備や必要備品の整備を実施。
新若者のひきこもり支援事業� 948万1千円 
　若者の引きこもり問題に対応するため、周囲の理解を深めることを目
的としたセミナーの開催や実態調査を実施。
新市内小中学校在り方検討事業� 1400万円 
　教育条件の維持と改善を図るため、令和6年度から2年間で市立小中学
校の適正規模･適正配置に係る基本方針を策定。

充中小企業先端設備導入促進事業� 305万2千円
市内中小企業の持続的な発展を図るため、中小企業に対する先端設備

などの導入に係る費用の一部補助を行い、製造業の生産性向上に向けた
設備投資を支援。

活気にあふれ活気にあふれ
地球環境にやさしいまちづくり地球環境にやさしいまちづくり

新草木類分別収集･資源化事業� 3844万6千円 
草木類を市内全域で分別収集し、資源化を図ることでごみの減量・資

源化を促進。

　秦野市･伊勢原市共同消防指令センターの消防総合指令システム・消
防救急デジタル無線設備の整備を実施。

災害や危険から命と暮らしを守る　災害や危険から命と暮らしを守る　
強くしなやかなまちづくり強くしなやかなまちづくり

◇ 秦野市･伊勢原市共同消防指令センター整備事業� 4億8414万6千円

◇ 自転車等駐車場整備事業� 187万円
　伊勢原駅・愛甲石田駅周辺の市営自転車等駐車場再整備に向け、自転
車等駐車場整備計画を策定するとともに、老朽化している伊勢原駅南口
自転車駐車場の修繕計画を作成。

新避難所マンホールトイレユニット整備事業� 501万5千円
　マンホールトイレの下部構造工事が完了した桜台小学校にトイレユ
ニット・収納庫の整備を実施。

1

新発達障がい児者及び家族等支援事業� 85万1千円
　保護者が発達障がい児の特性を理解し、適切に対応するための支援と
して、｢ペアレントメンター ｣の養成や｢ペアレントトレーニング｣を実
施。

誰もが生涯にわたり 安心して誰もが生涯にわたり 安心して
健やかに暮らせるまちづくり健やかに暮らせるまちづくり

◇ 習慣化アプリ行動変容支援事業� 449万5千円 
　生活習慣病を予防するため、習慣化アプリを活用し、食生活や運動習
慣の改善に加え、同じ目標を持つ仲間と健康づくりに取り組む環境を整
備。

2

3

4

みんなの力で進めるみんなの力で進める
持続可能なまちづくり持続可能なまちづくり

◇ 市民文化会館施設改修事業� 6820万円 
市民文化会館の長寿命化を図る施

設改修について、PPP（公民連携）に
よる事業手法を前提に、特定天井の
脱落防止対策に係る実施設計や改修
範囲の精査などを実施。

6

充行政手続オンライン化推進事業� 1053万8千円 
市民や事業者の利便性の向上を図るため、マイナポータルや電子申請

の活用、市LINE公式アカウントへの電子決済サービス機能の導入など、
各種行政手続きのオンライン化を拡充。

充伊勢原駅北口市街地整備推進事業� 2億9835万8千円
市街地再開発事業の事業認可や組合設立認可に必要な事業計画作成に

対する準備組合への支援を行うとともに、関係権利者の合意形成を図る。

都市基盤が整った都市基盤が整った
快適で暮らしやすいまちづくり快適で暮らしやすいまちづくり

◇ 伊勢原大山インター土地区画整理推進事業� 2億6279万3千円 
伊勢原大山インター土地区画整理

組合が施行する事業の円滑な進捗を
図るため、技術的援助を行うととも
に、土地区画整理事業補助金を交付
して組合を支援。

5

新空き家対策推進事業� 801万6千円 
空き家の適切な管理に向けた取り組みを進めるため、空き家の実態調

査や空き家バンクの試行を実施。

充都市計画道路田中笠窪線整備事業� 5億3835万1千円 
市内の東西交通の利便性向上や伊勢原駅周辺の交通混雑緩和、災害時

における災害対策本部、医療拠点へのアクセス向上のため、笠窪・串橋・
神戸地区の詳細設計や用地取得などを実施。

写真提供／NEXCO中日本写真提供／NEXCO中日本



▪時日時　▪場場所　▪対対象　▪定定員　▪費費用　▪申申し込み　▪締締め切り
▪問問い合わせ　▪担担当　　 電話番号　 FAX番号　 メールアドレス

※�費用の記載がないものは原則無料です。お問い合わせは各担当へ、郵送は「〒259-1188伊勢原市役所◯◯◯課」で届きます（住所の記入は不要です）
※催しなどの対象は原則、市内在住･在勤･在学の人です

掲 示 板
第1288号　令和6（2024）年4月1日第1288号　令和6（2024）年4月1日 67

伊勢原駅北口地区の再開発事業に
係る都市計画の決定･変更案の縦覧
第一種市街地再開発事業、都市計画
道路、用途地域、高度利用地区、都
市計画駐車場の変更および地区計画
の決定に関する都市計画の原案の縦
覧を行います。期間中は意見書の提
出と公述の申し出可※地区計画の決
定については意見書の提出のみ◇縦
覧期間＝4月22日（月）まで▪場市役所2
階の担当
都市計画説明会
▪時4月14日（日）午後3時30分～▪場伊勢
原シティプラザ
公聴会
▪時5月10日（金）午後2時～▪場市民文化
会館練習室1※公述の申し出がない
場合は中止
▪担都市政策課 94-4742

シルバー人材センター入会説明会
健康で働く意欲のあるシルバー世代
は出席を▪時4月10日（水）午前9時30分
～11時▪場伊勢原シティプラザ▪対市内
在住で60歳以上の人▪申電話で
▪担シルバー人材センター 92-8801

いせはら市民ファンド　＊敬称略
◇伊勢原市東部第二土地区画整理組
合･300万円
▪担財政課 94-4862

講座・教室
イベントなど

東海大学病院市民公開講座「人間
ドックと健康寿命」
東海大学病院健診センターの専門家
が解説▪時4月20日（土）午後2時～3時
40分▪場東海大学伊勢原
キャンパス･松前記念講
堂▪定200人（申込順）▪申問
い合わせ先へ電話か右の
QRコードから
▪問東海大学医学部付属病院 93-1121
▪担健康づくり課 94-4616

人形劇まつリン
親子で楽しめる人形劇まつり▪時5月4
日（土）午前9時25分～▪場市民文化会
館小ホール▪定392人（先着順）
▪担市民文化会館 92-2300

よしもとお笑いライブin伊勢原2024
中川家ほか出演▪時5月11日（土）午後
7時～▪場市民文化会館大ホール▪定
1200人（申込順）▪費前売り4500円、当
日5000円
▪担市民文化会館 92-2300

自然観察ウオーク･春の花菜ガー
デンを訪ねる
グリーン･インストラクターととも
に春の樹木･草花を観察※交通費･入
園料実費▪時4月24日（水）午前10時～
正午◇集合＝花菜ガーデン（平塚市
寺田縄）▪定20人（申込
順）▪申4月2日（火）午前9
時から電話か直接担当
へ▪締4月18日（木）
▪担伊勢原南公民館 92-1210①市民相談室②伊勢原シティプラザ③市役所分室

4/6～15 春の全国交通安全運動 
｢安全は 心と時間の ゆとりから｣
大切な人を交通事故から守るために、
一人一人が交通安全について考えて
みましょう◆横断歩道を渡ろうとし
ている歩行者がいるときは、必ず一
時停止◆道路を横断するときは必ず
横断歩道を利用し、手を上げるなど
横断する意思を伝える。夕暮れ･夜間
の外出時は、明るい服装や反射材を
身に着ける◆自転車に乗るときは、
自転車安全利用五則を守り、必ずヘ
ルメットを着用する◆自転車に乗る
ときは万一の事故に備え、必ず自転
車損害賠償責任保険などに加入◆二
輪車を運転するときは、ヘルメット
やプロテクターを正しく着用し、夜
間走行時は反射材を身に着ける
▪担市民協働課 94-4715

いせはらWebMapsで道路台帳と
公共下水道台帳の運用を開始
地図をデジタル化し、地図データ上
に情報を表示し、各種情報の関連付
けができるいせはらWebMaps（伊
勢原市公開型地理情報システム）で
道路台帳と公共下水道台
帳の運用を開始します。
市ホームページからご覧
になれます◇右のQRコー
ドからも閲覧可
▪担土木総務課（道路台帳） 94-4803
　下水道経営課（公共下水道台帳）
　 92-3341

谷戸田オーナーを募集します
里山の原風景に囲まれて米作りをし
ませんか◇収穫した米は参加者で分
配。家族で楽しめるイベント多数▪時
5～11月の毎回日曜日･全7回程度▪場
日向地区の谷戸田▪定20組（申込順）▪費
1組1万円▪申代表者の住所・氏名・電
話番号、参加者の氏名を明記し電子
メール、またはさとやまあそび研究
舎のホームページから▪締4月30日（火）
▪担農業振興課 94-4664

nousei@isehara-city.jp

緑のフリーマーケット出店者を募集
5月11日（土）･12日（日）に総合運動公
園で開催する「公園緑花まつり」の出
店者を募集します。出店時間は午前
9時〜午後4時まで（12日は午後3時ま
で）。いずれも雨天実施◇出店場所＝
入口広場ほか◇出品物＝植物･野菜･
穀物･木竹材加工品･園芸用品◇募集
区画＝30区画（1区画9㎡）、1人1日1
区画まで◇出店料＝1区画1日500円
▪申4月11日（木）午前9時〜9時30分に
いせはらサンシャイン･スタジアム
内の事務室前で申込書を配布◇9時
40分から抽選
▪担みどり公園課 94-4759

新小学校1年生の就学相談
令和7年4月に小学校入学予定で、特
別支援学級への入級や特別支援学校
への入学など、教育的配慮を必要と
する子どもの保護者を対象に相談を
受けます▪時4月23日（火）
午前9時～10時15分、午前
10時45分～正午▪場市役所
2階2C会議室▪申電話か右
のQRコードから▪締4月22
日（月）
▪担教育センター 74-5253

令和6年度国民年金について
国民年金保険料の変更
令和6年4月〜7年3月までの保険料は
月額1万6980円です。2年分、1年分
または6カ月分を前納すると割引制
度が適用されます。
学生納付特例制度
国民年金保険料の納付が猶予されま
す。申請は毎年度必要です▪対大学（大
学院）や短大、専修学校などに在学
する20歳以上の学生で、本人の前年
所得が一定基準額以下または失業な
どの理由がある人
▪問平塚年金事務所 22-1515
▪担保険年金課 94-4520

介護保険料の仮徴収額通知書を発送
年金からの天引きによる納付
新たに年金からの天引きが開始され
る人には、4月上旬に仮徴収額通知
書を発送します（昨年度から継続し
て年金からの天引きとなる人は送付
されません）。仮徴収額は4･6･8月に
年金から天引きされます。令和6年
度分保険料の本算定後の通知書は7
月中旬に発送します。
納付書または口座振替による納付
4月中旬に第1～3期分の仮徴収額通
知書を発送します。第4期分以降と
最近転入した人、65歳になったばか
りの人は本算定後の通知書を7月中
旬に発送します。
▪担介護高齢課 94-4722

国民健康保険税の仮算定納税通知
を発送
年金からの天引き（特別徴収）
4月上旬に4･6･8月の仮徴収額通知書
を発送します。なお、令和6年度分
保険税の本徴収額通知書は7月中旬
に発送します。
納付書または口座振替による納付
4月中旬に第1～3期分の仮算定納税
通知書を発送します。なお、第4期
分以降の本算定納税通知書は7月中
旬に発送します。
▪担保険年金課 94-4728

利用基準や休館日を変更している場合があります。詳しくは各施設へ。 ●市内の交通事故件数●

伊勢原警察署調べ （　）内は前年比

国民健康保険税･･･････････1期分
介護保険料･･･････････････1期分

●納期のお知らせ●4/1〜30

納期限 4月30日（火）図書館 4/1･8･10･15･22
子ども科学館 4/1･8･10･15･22
市民文化会館 4/1･8･15･22･30
公民館 4/1･8･15･22･29 ※中央公民館は4/29以外は開館

　大田公民館は4/1･15は開館
総合運動公園体育館 4/1･8･15･22
いせはらサンシャイン・スタジアム 4/1･8･15･22
武道館 4/1･8･15･22
行政センター体育館・弓道場 4/8･22

後期高齢者医療保険料の仮徴収額
通知書を発送
年金からの天引き（特別徴収）
新たに特別徴収が始まる人には4月
上旬に4･6･8月の仮徴収額決定通知
書を発送します。なお、昨年度から
特別徴収を継続する人で徴収額に変
更がある場合は、4月中旬以降に発
送します。令和6年度分保険料の確
定額（本算定）通知書は7月中旬に発
送します。
納付書または口座振替による納付
仮徴収はありません。
▪担保険年金課 94-4521

ミュージックチャイムの時刻変更
防災いせはらでお知らせしている

「夕やけ小やけ」の放送時刻が、4月1
日から午後5時30分に変わります。
▪担危機管理課 94-4865

いせはら市展（6/12～30）の作品を
募集
日ごろの創作活動の成果を発表する
有審査の公募展です◇部門＝①絵画
･版画･彫刻②書、写真、陶･工芸▪対
市内在住･在勤･在学か、近隣市（厚
木市･秦野市･平塚市）在住の人、ま
たは主に市内で創作活動をする15歳
以上の人（中学生や中等教育学校前
期課程の生徒を除く）▪費1点目2000円

（学生1000円）、2点目1000円※1部門
につき1人2点まで▪申各公民館で配布
する申込書に記入し①は5月1日（水）
～14日（火）、②は5月15日（水）～6月
1日（土）に各公民館へ
▪担社会教育課（中央公民館内） 93-7500

都市計画の県素案の閲覧
石田小稲葉線･伊勢原大神線に係る
都市計画道路の変更と相模川流域下
水道の変更について素案の閲覧を実
施。閲覧期間中は公述の申し出可▪時
4月5日（金）～26日（金）▪場県都市計画課
（横浜市中区）、市役所2階の担当
石田小稲葉線･伊勢原大神線に係る
都市計画道路の変更 公聴会
▪時5月31日（金）午後7時～▪場大田公民
館※公述の申し出がない場合は中止
相模川流域下水道の変更 公聴会
▪時①5月21日（火）②5月29日（水）の午
後6時30分～▪場①シンコースポーツ
寒川アリーナ（寒川町宮山）②四之宮
ふれあいセンター（平塚市四之宮）※
公述の申し出がない場合は中止
▪問県都市計画課 045-210-6175
▪担都市政策課 94-4739

市指定の避難所の位置や開設状況、混雑状況が確認
できます。右のQRコードを読み込み、いつでもアク
セスできるようにお気に入り登録しておきましょう

避難所混雑情報
システム

2月 1月～2月
発　　生 9 28（−10）
死　　者 0 0（± 0）
負傷者計 11 35（−11）

内
訳

重傷 1 3（± 0）
軽傷 10 32（−11）

4 月 の 相 談 ※費用はすべて無料、★印は要予約
会場 相　　談 日　時 担　当

①

税務相談★ 16日（火）13：00～16：00

人権･広聴相談課
94-4717

法律相談★
（予約は相談日の週初めから）

12日（金）・19日（金）･26日（金）
13：00～16：00

行政相談★ 17日（水）13：30～16：00
不動産相談★ 18日（木）13：30～16：00
司法書士相談★ 11日（木）13：00～16：00

行政書士相談★  8日（月）・22日（月）
13：30～16：00

社会保険労務士相談★ 10日（水）13：30～16：00
人権相談★ 15日（月）13：30～16：00 94-4716

消費生活相談 月～金曜日9：30～12：00、
13：00～16：00

消費生活センター
95-3500

マンション管理相談★
▪締19日（金） 24日（水）13：00～16：00 建築住宅課 94-4782

②
成年後見などの行政書士相談★ 10日（水）13：00～15：00 成年後見･権利擁護推

進センター（社会福祉
協議会内） 94-9600高齢者･障がい者などの法律相談★ 17日（水）16：00～18：00

③ 精神保健福祉相談★ 11日（木）13：30～16：30
平塚保健福祉事務所
秦野センター
保健予防課 82-1428

■主な施設の休館日

手話奉仕員養成講座（入門課程）
手話で伝え合う楽しさと簡単な日常
会話を学ぶ。日程など詳しくは、市
ホームページか担当に確認を※テキ
スト代がかかります▪時5月13日（月）
～9月11日（水）･全18回、午前10時～
正午▪場伊勢原シティプラザ▪対市内在
住･在勤の18歳以上の人30人（申込
順）▪申住所、氏名、電話番号、過去
の本講座受講有無を明記しFAXか電
子メール、または電話で担当へ▪締4
月19日（金） 
▪担障がい福祉課 94-4720 95-7612

shien-c@isehara-city.jp

92-3500

図書館ミニギャラリー
一
い ち

葉
よ う

会
▪時4月3日（水）～13日（土）

おはなし会
おはなしばる～ん（0歳児以上）
▪時4月9日（火）･11日（木）の午前11時
～11時30分◇自由参加
なないろらんぷ（5歳児以上）
▪時4月13日（土）午前11時～11時30分
◇自由参加

野の会による視覚障がい者向け対
面朗読サービス
希望する人は電話で申し込みを。

伊勢原市立図書館朗読会
城
しろ

山
やま

三
さぶ

郎
ろう

「わしの眼は十年先が見え
る」より「『友達』の顔」、吉

よし

行
ゆき

淳
じゅん

之
の

介
すけ

「大きい荷物」▪時4月25日（木）午後1時
30分～3時▪定30人（申込順）
▪申図書館ホームページか
ら電子申請、または電話
で◇右のQRコードから
も申請可

92-3600

大人 小•中
学生

4歳以上
小学生未満 4歳未満

入館料 300円 100円 無料
無料

観覧料 500円 200円 200円
※入館料は展示室利用料、観覧料はプラネタリ
ウム利用料です
☆印は入館料･観覧料がかかりません

プラネタリウム投影番組（4/1〜14）
4月4日（木）まで

4/2（火）～4（木） 13：30〇/15：30□

4月6日（土）から

□＝�親子･一般向け番組「プラネタリウムで
チコちゃんに𠮟られる!チコとキョエの
宇宙大冒険!無知との遭遇」

○＝�親子･一般向け番組「ペガロク ふるさと
にかえる」＆「旅するぬいぐるみ」

土･日曜日 10：30□/13：30〇/
15：30□

	

天体観察会「クーデの日」☆
望遠鏡で月や惑星などを観察（入場
自由）◇混雑時はお待ちいただく場
合があります▪時4月20日（土）午後7時
～8時※中学生以下は保護者同伴。
雨天･曇天時は中止

電話番号のおかけまちがいに
ご注意ください

●● 会 員 募 集 ●●

●伊勢原ESS（英会話）
ネイティブと楽しく学ぶ◇見学歓迎
▪時毎週水曜日午前9時30分～11時30
分▪場中央公民館▪費月2000円
▪問志村 93-4809
●伊勢原将棋愛好会
一緒に楽しく将棋を指しましょう▪時
①毎週日曜日午後2時～5時②毎週水
曜日午後1時～5時▪場①中央公民館②
比々多公民館▪費①入会金1000円、年
2000円②入会金1000円、年1000円
▪問林 090-6010-7104
●比々多ハーモニカサークル
初心者･年齢問わず歓迎▪時毎週水曜
日午前9時30分～11時45分▪場比々多
公民館▪費入会金1000円、月3000円
▪問石井 95-2972
●伊勢原シニアテニスクラブ
試合形式で楽しむ◇大会･交流戦あ
り▪時毎週水曜日正午～午後4時▪場市
ノ坪公園テニスコート▪対50歳以上の
人▪費入会金1000円、年1000円、1回
500円
▪問茂

も

泉
いずみ

090-6717-6105

●● イ ベ ン ト ●●

●トールペイント作品展（個展）
今までに描いた作品を展示▪時4月13
日（土）･14日（日）の午前10時～午後5
時▪場市民文化会館展示室1
▪問大野 080-7413-9613
●いせはらフィルハーモニーオー
ケストラ定期演奏会
伊勢原市出身ソリスト吉

よし

井
い

祐
ゆ

理
り

杏
あ

に
よるバイオリン協奏曲ほか▪時4月14日
（日）午後1時30分～◇開始の30分前
から開場▪場市民文化会館大ホール
▪問いせはらフィル事務局

080-3426-3991
●デジカメウォーキングくらぶ

「散策の写真展」
▪時4月20日（土）午前10時30分～午後4
時▪場中央公民館◇当日は入会も受付
▪問中村 090-2626-9523
●大山の史跡･文化財をガイドと
歩こう
阿夫利神社、鉄造不動明王の大山寺
を巡る▪時4月20日（土）午前9時～午後
0時30分◇集合＝伊勢原駅北口▪定40
人（申込順）▪費500円
▪問雨岳ガイドの会･原 090-2904-8069
●ガイド養成講座
日本遺産大山詣りの道を学ぶ▪時5月
11日（土）･18日（土）の午前9時30分～
午後4時▪場雨岳文庫資料館（山口家住
宅）▪定10人▪費2000円
▪問雨岳ガイドの会･原 090-2904-8069

みんなの伝言に掲載を希望する人は、掲載希望号発行日の2カ月前から1
カ月前までに書面で広報戦略課へ（先着順）。

いせはら
WebMaps

電子申請ページ

予約ページ

望まない性的な行為は性暴力
　いつ、どこで、だれと、どのよ
うな性的な関係を持つかは自分で
決めることができます。一方で、
10歳代･20歳代に対する性暴力の
手口が巧妙になっています。睡眠
薬などの薬を飲み物や食べ物に混
ぜたり、お酒を飲ませて酔わせた
りして意識をもうろうとさせ、抵
抗できない状況にして、体を触ら
れていたり、性的な行為をされた
りしたケースがあります。また「モ
デル･アイドルになりませんか」と
声をかけられたり、高収入のアル
バイトに応募したりしたところ、
同意していない性的な行為などの
写真や動画を撮影されてしまうこ
ともあります。自撮り画像を勝手
に掲載されるなどのSNSを利用し
た性被害もあります。
もしかして「デートDV」かも

　デートDVは、交際相手からの
暴力のことです。体に傷を負わせ
るものだけでなく、メールや服装
のチェックなど自分の意志を尊重

されない言動によって苦痛を感じ
たら、被害に遭っている可能性が
あります。
一人で悩まず、まずは相談を

　辛い、苦しいと感じたら、一人
で悩まずにまずはご相談くださ
い。費用は無料で、秘密は固く守
られます。
相談窓口※緊急時は110番通報を

▪担人権･広聴相談課 94-4716

　4月は進学･就職などに伴い、若年層の生活習慣が大きく変わり、性
犯罪や性暴力の被害に遭うリスクが高まる時季です。
　若年層を狙った性犯罪･性暴力は、その未熟さに付け込んだ重大な
人権侵害であり、決して許されるものではありません。

相談窓口 相談日時

性暴力に関
するSNS相談
Cure time

毎日午後5
時～9時

かながわ性犯罪･性暴力
被害者ワンストップ支援
センター「かならいん」

045-322-7379または
#8891 24時間対応

相談電話「性犯罪110番」
0120-38-8103または

#8103

若年層の性暴力被害予防月間です
4/1～30

チャット

電子申請ページ
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広報紙は古紙を含んでおり、環境インクを使用しています広告掲載の申し込みは株式会社ジチタイアド（ 092-716-1401）へ

『いせはら　くらし安心メー
ル』の登録は右のQRコード
か市ホームページから

市LINE公式アカウントの
登録は右のQRコードから
『友だち登録』を

　　　　 フレフレいせはら！最大25％　　　　 フレフレいせはら！最大25％
戻ってくるキャンペーン第4弾を実施戻ってくるキャンペーン第4弾を実施

　県道603号（西富岡バイパ
ス）は、「新東名高速道路」
および事業中の「厚木秦野
道路」へアクセスする道路
で全整備区間1.9kmのうち、
日向薬師入口交差点から分
れ道交差点までの約0.7kmが
3月25日に開通し、全線で
の利用が開始されました。
　全線開通により、伊勢原
大山インターチェンジへのアクセス向上や都市間の連携強化が促進さ
れ、新たな交通や物流の効率化が期待されるほか、災害発生時には緊
急輸送道路として、救急・応急活動の円滑化が図られます。

分れ道交差点

日向薬師入口交差点
伊勢原大山 IC

伊勢原 JCT

西富岡バイパス
1.9km

石倉橋交差点

新東名高速道路 東名高
速道路

県道603号（上粕屋厚木）

開通済区間
1.2km

今回開通区間
0.7km

県道611号（大山板戸）

県道611号（大山板戸）

4

3

2

1

厚木秦野道路
（国道246号バイパス）
厚木秦野道路
（国道246号バイパス）

県道64号（伊勢原津久井）
県道63号（相模原大磯）

県道611号（大山バイパス）県道611号（大山バイパス）

分れ道交差点◇2月26日撮影

広報紙は古紙を含んでおり、環境インクを使用しています広告掲載の申し込みは株式会社ジチタイアド（ 092-716-1401）へ

県道603号県道603号  西富岡バイパス西富岡バイパス
が全線開通しましたが全線開通しました

（（ 1 ～～ 4 は撮影箇所、矢印は撮影方向）は撮影箇所、矢印は撮影方向）西富岡バイパス周辺位置図

▪担国県事業対策課 94-4796
令和6（2024）年3月22日撮影

43

21

いせはら雨量観測マップ
　市内の雨量をリアルタ
イムで確認できます。市
ホームペー
ジからご覧
になれます
◇右のQＲ
コードから
も閲覧可
▪担危機管理課 94-4865

　浸水害への対策として、渋田川の上流域にある高部屋公民館に雨量計
を設置するとともに、「いせはら雨量観測マップ」をリニューアルしまし
た。市ホームページで確認できますので、ご活用ください。

高部屋公民館に雨量計を設置しました

　長引く物価高騰の影響を受けている地
域経済の活性化と市民の生活を支援する
ため、キャッシュレス決済キャンペーン
第4弾を実施します。
　期間中、市内の対象店舗での食事や買
い物の支払いに、対象となるスマート
フォンの決済サービスを利用すると、最
大25％のポイントが還元されます。
キャンペーン期間　4月30日（火）まで※
利用状況により早期に終了する場合があ
ります
対象決済サービス　auPAY、d払い、 
PayPay、楽天ペイ
対象店舗　市内で対象決済サービスを導
入している次の店舗（約700店舗）
◆小売・サービス業（中小企業のみ）◆飲食店（大手チェーン店
含む）※病院や調剤薬局、コンビニエンスストア、公共サービ
スの支払いなどは一部対象外。詳しくは市ホームページの特
設サイトからご確認ください◇右のQRコードからも閲覧可
ポイント付与上限　決済金額の最大25％（1回の上限額＝2000円相当、1
カ月の上限額＝5000円相当※1決済サービスあたり。4決済サービスでは
合計2万円相当のポイント還元）

（例）1000円分の支払い→250円相当が還元、8000円分の支払い→2000円
相当が還元、1万円分の支払い→2000円*相当が還元
＊1回の支払いで2000円以上は還元されません

特設サイト

開催日 時　間 場　所
4月5日（金）

午前10時～午後6時
伊勢原駅南口自由通路

4月6日（土）
よろずや石田店（石田673-5）

4月7日（日）

▪問キャンペーン事務局 0120-975-078（午前9時～午後5時30分）
▪担商工観光課 94-4732

ポイント還元事業市民説明会
　その場でアプリのダウンロードができる出張説明会を行います。
持ち物はご自身のスマートフォンのみです。気軽にお立ち寄りくだ
さい◇予約不要

市ホーム
ページ

いせはら雨量観測マップ

3月25日（月）
4月1日（月）から


